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実務教員xしv~経歴

実務経験x授業~関連

現ï社会{zけ»子y²~健康{関す
»現状x課題

統計やグラõ{¹現状を捉えv1課題{ついv考え»

子y²~身体発達x運動機能~発達

~x± ~x±x試験

救急疾患

c性疾患 子y²~c性疾患1種類x特徴1支援制度

新生児~病気0先天性~病気
新生児~病気0新生児疾患x~対応0染色体異常0先天性~心疾患û消化器疾
患û神経疾患ûï謝異常症û内V泌異常症û血液免疫疾患

²üû¾ü疾患
²üû¾üx�0²üû¾ü~診断0食物²üû¾ü0²トôü性皮膚疾患0気管
支喘息0花粉症0²ナõ³ラ½シü0集団生活w~²üû¾ü児x~対応

保護者x情報共有x家族~支援 集団生活健診1保護者x~健康情報~共有1家族支援1子育v支援

子y²~免疫~発達x感染症~特徴

子y²~発育x発達0乳幼児~身体計測~仕方0発育~評価~仕方

重症z状態~判断x対応0事故や怪s~特徴û急性疾患{¸»救急~対応

生理機能~発達x生活習d
体温調節~発達0|吸器系û循環器系û体液調節û消化器系û排泄機能û睡眠~
発達

地域{zけ»保健活動x子y²~虐待
防止

虐待~実態{¹虐待防止x~×º組�0虐待{関わ»地域~関係機関

子y²~健康状態~観察x体調不良時
~把握

子y²~健康状態~把握1体調不良時{¸く�¹¼»症状

子y²~免疫~発達1感染症x�0主z症状，ウ´ûス感染症1細菌性感染症

感染症 感染経路x対策0学校感染症0予防接種0母子感染症~予防

子y²~健康x保健 授業~進±方{ついv1保健活動~意義x目的0環境調整

保育士xしv子y²~}を守»立場wあ»こxを一人ひxº|ë覚w}»¸う1子y²~健康ûr長発達{ついv学y»¸う{し
vい}たい2~た保育士xしv1ëVë身~健康{対す»意識²高±¹¼»¸う{伝えvい}たい2
Ø胎x胎生期{¹乳幼児期~w~r長発達や生理機能~発達{ついv理解し1子y²~心身~健康{関心を持つ2子y²
~疾病や予防{ついv~知識を身{つけ1日常生活ÿ園生活Ā{zいv適Wz対応|w}»¸う{す»2

4授業~日程xT回~テüマû授業内容5

項00目 授 業 内 容

事前û事後~時間外学習をしvé�~し·う2

4Ø講上~注意事項5

4評価基準5

試験1授業x~×º組�姿勢1授業出欠�等を\わせv1
総\評価を行う

文化学園大学保育専門学校

科目名 授業~種類 授業担当者

子y²~保健 講義 宮澤0美津子

ð和7年度シラバス

1 2 30 15 前期

看護�~資格を有し1急性期病院1地域病院w~実務経験1看護学校1看護大学w教員~経験|あ»

小児看護~経験x看護�~資格を活{し1将来保育士を目指す学生たち{必要z保健~知識x技術を教授す»

授業回数 履修時期 選択û必修

子y²~出生x母子保健~意義 胎児~発育0出生~過程0出生後~新生児0母子保健~意義

4使用テ½スト5

子y²~保健テ½スト
診断x治療社

0幼免： 選択 0         00保育士：必修

学年 単位 時間数

4授業~目的û}¹い5

4授業全体~内容x概要5

1.子y²~身体発育û生理機能{ついv説明w}»¸う{z»
2．子y²~健康状態xそ~把握方法を知º1実践{活{すこx|w}»
3.子y²~疾病xそ~予防方法や適Wz対応{つv説明w}»


